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　現代の英米契約法は、18 世紀末から 19 世紀中頃にかけて、大陸法、とり
わけフランスのポティエの影響を受け、契約の拘束力の根拠を当事者の意思







































　　 における判例や法文献に法廷で言及することを禁止していた。Warren, A History of the 
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　　 ら れ て い た。See, Antyony Laussat, An Essay on Equity in Pennsylvania,  (Robert Desilver, 
　　 1826) (Reprint  Edition 1972, Arno Press) Appendix, 153-157.
4　　See, Ricks, ‘American Mutual Mistake: Half-Civilian Mongrel, Consideration Reincarnate’, 58 　








エル John Joseph Powell の『契約法および合意法に関する小論Essay upon 






固な基礎 ground-work を確立することである 5。」と記している。
　パウエルによる学術的な純理論的体系化の試みは、その後カミン Comyn
（1807 年）6、コールブルック Colebrooke（1818 年）7 やチッティ Chitty（初版
は 1826 年であるが、とりわけ 1834 年の第二版）8、リーク Leake（1867 年）9、
ポロック Pollock（1876 年）10、アンソン Anson（1879 年）11 等によって引き継
がれていくことになる 12。彼らはグロティウス Grotius やプーフェンドルフ
Pufendorf のような自然法学者や彼らに影響を受けたフランスの法学者であ
5　　John Joseph Powell, Essay upon the Law of Contracts and Agreements,  (Chamberlaine and
　　 Rice, 1790), at iv.　
6　　Samuel Comyn, The Treatise of the Law Relative to Contracts and Agreements Not under
         Seal, Vol.I(Butterworth,1807).　
7　　Henry Thomas Colebrooke, Treatise on Obligations and Contracts Part I, (Black, Kingsbury, 
　　 Parbury and Allen, 1818).
8　　Joseph Chitty Jun., A Practical Treatise on the Law of Contracts,  (S. Sweet, 1834).
9　　Stephen Martin Leake, The Elements of the Law of Contracts, (Stevens and Sons, 1867).
10     Frederick Pollock, Principles of Contract at Law and in Equity, (Stevens and Sons, 1876).
11     William R. Anson, Principles of the English Law of Contract,  (The Clarendon Press, 1879).
12     See, Simpson, ‘Innovation in Nineteenth Century Contract Law’ 91 L.Q.R. 247 at 250-254.
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　　　メリカ法思想史―プレモダニズムからポストモダニズムへー』（信山社、2005 年）79 頁参照。
15　　望月・前掲注 (2) 34 頁参照；see also, White, American Legal History(Oxford University Press,2014) 
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　　　 23 頁以下（1955 年）26 頁参照。
武蔵野法学第 10 号
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（1765-1769 年）では、主として財産法 Property を扱う第 2 巻と、私人間の
不法行為 private wrongs を扱う第 3 巻のうち「人的財産に対する権利侵害」



















16　　2 Blackstone, Commentaries  440-70; 3 id. 154-66.　
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B が A にこのような家屋を作り、又はそのような物やそのような類似する
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1820 年代から 30 年代にかけて、イギリスの判例とともに、アメリカの連邦
憲法、州憲法、法律、判例を素材とする法体系書がアメリカで出版されるに
至った。その中でももっとも著名なものがジェームズ・ケント James Kent
『アメリカ法釈義Commentaries on American Law (1826-30)』と、ジョセ
フ・ストーリー Joseph Story『エクイティ釈義Commentaries on Equity 
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32　　See, Gordley, supra note  14 at 135.
33　　See,  Simpson, supra note  12 at 267; Ricks, supra note  4 at 725.
34　　田中英夫『アメリカ法の歴史（上）』（東京大学出版会、1986 年）296 頁；田中英夫「アメ

















アで 1826 年、1839 年、そして 1853 年に再出版されることとなる 36。







35　　例えば、Samuel Comyn, The Treatise of the Law Relative to Contracts and Agreements
　　   Not under Seal は 1809 年にアメリカ版が出版されており、Joseph Chitty Jun., A Practical
　　   Treatise on the Law of Contracts は 1839 年にアメリカ版第 4 版が出版されている。
36　　See,  Simpson, supra note  12 at 255; Atiyah, supra note  18 at 399.
37　　R. J. Pothier, Treatise on the Contract of Sale, trs L. S. Cushing (Boston, Charles C. Little and 























38　　田中成明ほか著『法思想史［第 2 版］』（有斐閣、1997 年）47 頁参照。
39　　See, Simpson, supra note  12 at 255; Perillo, supra note  21 at 288.
40　　R. J. Pothier, A Treatise on the Law of Obligations or Contracts,  trs WD Evans (London, A
　　   Strahan, 1806;reprinted Clark, NJ, The Law Book Exchange LTD, 6th printing 2010), pt I,
　　   ch I, s I, Art I, §I, p 3.
41　　野村豊弘「私法上の錯誤・フランス」比較法研究 41 号 11 頁（1979 年）；関口晃「フラ
          ンス近世私法に関する一試論」法制史学会編『法典編纂史の基本的諸問題』（創文社、1964


























42　　See, Perillo, supra note  21 at 286.
43　　Pothier, supra note  40 at Art VI, p.53
44　　Id . at Art III, §1, p.12.
45　　MacMillan, Mistakes in Contract Law  (Hart Publishing, 2010), p. 98.



































































の種類に関する錯誤 error in negotio、人に関する錯誤 error in persona、目



















53　　星野英一「私法上の錯誤・序」比較法研究 41 号 6 頁（1979 年）。
54　　See, Perillo, supra note  21 at 289.
55　　例えば山下純司「情報収集と錯誤の利用（１）―契約締結過程における法律行為法の存在








として 25 年間（1798-1823 年）奉職したが、裁判官に着任する前（1793 －
98 年）と裁判官を定年退官した後（1823 － 26 年）に、コロンビア・カレッ

















56　　水田・前掲注 (2) 10 － 11、39、41 － 45 頁；White, supra note 15 at 117; 田中 (1976)・
　　   前掲注 (34) 251 － 252 頁参照。.





































































リカ法の下ではそれぞれ原始的履行不能 existing impracticability の事例と、













までの場合の効果について、ケントは、無効と共に契約の終了 at an end と
表現する場面もあり、不明瞭である。
64　　See, Horwitz, supra note  17 at 162 footnote11 at 321（ホーウィッツ・前掲注 (17)199 頁
　　   脚注 (18) 参照）；田中 (1968)・前掲注 (34) 294 頁参照。
65　　Atiyah, supra note  18 at 139.
66　　See, Ricks, supra note  4 at 727.






判官として 1811-1845 年に奉職したのであるが、1820 年代以降、裁判官たち
の主導によってアメリカ法が独自の発展を遂げていく中で、中心的な役割を
果たした人物とされている。彼は同時に、1827 年に創設されたハーバード・




年から 1920 年にかけてアメリカでは 14 版が、イギリスでは 3 版が出版され
た。そして合衆国最高裁判所の裁判官としての彼の地位が、彼の著書の地位
を高めたと指摘されている。また、アメリカ合衆国最高裁判所で最初の相互









68　　望月・前掲注 (2) 54 － 55 頁参照；see, White, supra note  15 at 117;
　　   https://www.britannica.com/biography/Joseph-Story (2018/11/12)
69　　36 U.S. (11 Pet.) 63 (1837).
70　　See, Ricks, supra note  4 at 726-727
71　　Joseph Story, Commentaries on Equity Jurisprudence, as administered in England and


























72　　望月・前掲注 (2) 28 頁参照。コモン・ローとエクイティの発展とその関係性につき、拙稿「英
　　   米契約法における錯誤法前史―19 世紀司法改革以前のコモン・ローにおける錯誤法理の不







　第一に「当該事実 [ 錯誤の対象たる事実 ] は行為又は契約にとって重
大 material なものでなければならない」として、重大性要件を課してい
る。その重大性とは、すなわち、「その特徴 character にとって本質的な
もの essential であり、その作り上げられたものについて効果的な原因 an 
efficient cause of its concoction でなければならない」ことである（§141）。





なかった [ ことが明らかとなった ]；そのような事件において、エクイティは、
購入者を救済し、契約を取り消すだろう。しかし、A が B に対して不動産
権を売却することになっており、その場所は各々によく知られており、彼ら
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75　　Id.  at 159.
76　　Joseph Story, Commentaries on Equity Jurisprudence, as administered in England and
　　  America, vol I, Second Edition, Revised, Corrected, and Enlarged  (Maxwell, 1839) ,§143b at 
　　  128-129.




















令を許容することにより ] 積極的詐欺 positive fraud のみを抑圧し、当事者
の意思に反して耐え難い弊害をもたらすように善意でなされた相互的な錯誤
をそのままにしておくのならば、エクイティ裁判所は、ほとんど価値がない




78　　田中和夫『英米契約法 [ 新版 ]』（有斐閣、1965 年）171-173 頁参照；see, Cheshire, Fifoot
　　   & Furmston’s Law of Contract  15th ed.,  (Oxford University Press, 2007) 301.











を知り、かつ当該事実を B が知らないことを認識したうえで、A は当該事



































81　　Gee v. Spencer (1681) 1 Vern 32; 23 ER 286; 1 Eq Ca Abr 170 （ケント州オーピントンにあ
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84　　Hitchcock v. Giddings (1817) 4 Price 135; 146 ER 418 （事案につき後述）.
85　　See, MacMillan, supra note  45 at 61-62.






































　船舶所有者である被上告人ジョン・ハモンド John Hammond の船舶が、
ニューオーリンズからマデイラ等への航海途中に、ポルトガルの小艦隊に
よって違法に拿捕され、有罪判決が下された。合衆国政府が抗議したことに
より、この拿捕についてポルトガル政府は 1832 年 1 月 19 日に賠償金を支払
う旨合意し、その後、その 1/4 の金額が支払われた。しかしながら、ハモン
ドは上記合意を知らずに同年 1 月 27 日、ポルトガル政府に対する損害賠償





































案であり、イギリスの Hitchcock v. Giddings 事件（1817 年、以下、「Hitchcock
89　　36 U.S. 63, at 70.
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96　　4 Price 135 at 141.
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　　   (Cambridge University Press, 1975), 3, 7-8, 9-33; Mike MacNair, ‘The Court of Exchequer
           and Equity’, 22 J. Legal Hist. 75 (2001).
98　　William W. Story, The Treatise on the Law of Contracts Not Under Seal  (Charles C. Little
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　　    see,Ricks, supra note  4 at 706-707.
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